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　前号で開幕の様子をお伝えした海外組の動向。日本
同様、シーズンはさらに進んでいる。飛躍のキッカケ
をつかみつつある選手、開幕から白星をつかめぬまま
でいる選手などなど、さまざまな表情をお伝えする。
　なお、今月のクローズアップは、ホンダ、ホンダ熊
本を経て、ドイツに渡った櫛田亮介選手をご紹介する。

　前々回の第29回日本リーグ
終了時点で、ホンダ、ホンダ
熊本での５シーズンの通算得
点は31。ホンダでは名手・ス
トックラン選手や茅場清選手
の陰に隠れ、ホンダ熊本移籍
後も足首や肩の故障でＤＦの
みの出番も少なくなかった。
　迎えた前回の第30回リーグ。
櫛田亮介は強い決意を固めて
臨んだ。
  会社の方針変更もあり、年々、
縮小傾向と、先の見えないチ
ームで終わりたくない。
　しかし、他のチームに売り
込めるだけの実績もない。
　少しでも自分に目を留めて
もらわなければ。
　必死のプレーを展開し、第
30回リーグは過去５回の通算
を上回るフィールドゴール69
点をマーク（全試合得点）。
　人事を尽くした櫛田の周囲
も動く。
　ホンダ熊本の同僚だった吉
田耕平選手（チョコレートボ
ーイズ）を通じ、自分のプレ
ーを編集したＤＶＤをブルー
ノ・ブラマニス選手に見ても
らったところ、「海外で充分
プレーできる」の評価。
　ときを同じくして国内の有
力チームからも、貴重な左腕
に誘いの手が伸びた。
　国内、海外、そして、夢を
諦め、安定した優良企業に骨
をうずめて働くという選択肢
も考えられる立場。
　その中から、ブラマニス選
手のひと言が「お世辞半分に
しても強く意識するキッカケ
に」なってふくらんでいった
海外移籍の夢。
　「生活に不自由ないサラリ
ーを得られるかどうか」
　「活躍＆出場のチャンスが
つかめる可能性が高いか」
　「トレーニングが充分につ
めるか」
　この３つの判断基準を設定し、
海外でのクラブを探した上で、

国内か海外でのプレーを決断
することに。
　吉田選手らを通じ、自作プ
ロモーションＤＶＤを送付。
　その結果、エストニア、ス
ウェーデン、ドイツの数クラ
ブが興味を示し、４月下旬か
ら５月上旬の約10日間、各ク
ラブのトライアウトに参加。
　首尾よくスウェーデンとド
イツのチームから具体的なオ
ファーを受けた。
　残ったのはドイツ２部リー
グのアウェ。植松伸之介選手
が移籍したチームだ。
　ドイツか国内移籍か。
　悩んだ末、「まだ若いと思
っても、来年は30才。これが
ラストチャンスだろうし、オ
ファーがあるのに行かなければ、
一生後悔するのでは？　逃げ
たと感じるのでは？」と、海
外移籍を決断した。
　５月下旬から話が進み、ア
ウェ側からは「契約に問題は
ないので、７月下旬にドイツ
に来てほしい」と連絡が入り、
正式な契約書は送られてこな
いままだったが、「移籍を公
表してもかまわない」とのこ
とで、自身のブログなどでア
ウェ移籍を公表。
　ところが、手はずを整えた
出発４日前、「メインのスポ
ンサーが降りたので、今シー
ズンは契約できない可能性が

高い。フライトはキャンセル
してほしい」のメールが。
　植松選手も間に入って動い
てくれたが、アウェでのプレ
ーの道は断たれた。

　それでも、もうあとには引
けない。
　日本の各地に指導や練習に
行くかたわら、再び各国のク
ラブとコンタクト。
　進みかけた話が突然音信不
通となるケースも多く、周囲
には明るく振舞いつつ、「こ
んなことしてて意味あるの
か？」「このまま引退せなあ
かんのか？」「生活するのに
追われてハンドボールすらで
きなくなるのでは？」といっ
た不安が胸に渦まく日々。
　刻々と時間が過ぎる中、現在、
ピルナから具体的な契約内容
を示したメールが届いたのが、
８月のなかばだった。
　ドイツの４部リーグ。
　「やめたほうがいい」とい
う人もいた。別のクラブに接
触してくれていた人からは「も
う少し待とう」と助言もされた。
　だが、シーズン開幕の９月
まで、残された時間はわずか。
　「自分の目でピルナを確か
めよう」と再びドイツへ。
　３週間帯同した結果、３つ
の判断基準に合致するチーム
と確認し、正式契約。
　ホッとひと安心するとともに、
「これからが勝負」と意欲を
みなぎらせた。
　４部と聞くと、本場といえ
どもレベルを疑問視したくな
るが、「聞いていたほど低く
ないです。波に乗れば、日本

リーグの中堅チームくらいの
力はあると思います」と櫛田。
　チェコの代表選手やセルビ
アモンテネグロからの選手も
いるし、なにより４部を制し、
３部に上がるというモチベー
ションもチームに満ちあふれ
ているのが魅力だ。
　自然豊かで落ちついたピル
ナの街で、平日は午前中、ジ
ムなどで汗を流し、午後は辞
書を片手にドイツ語の勉強、
そして夜８時すぎからの練習
という日々を過ごし、週末に
試合、というのが、一般的な
１週間のライフスタイル。
　コートではトップＤＦやサ
イドなど、新しいことに挑戦
しつつ、チームの３部リーグ
昇格に向けて、全力を注ぐ。
　「長いスパンで、とにかく
１年でも長く現役で。笑われ
るかもしれませんが、40才ま
でプレーを続けたい」
　不安がすっかりなくなり、
みなぎる抱負、夢を語る櫛田
の表情は、じつにさわやか。
　「所属が決まらない不安は
他の選手には味わってほしく
ありませんが、大学から本格
的にハンドボールを始めた僕
でも、多くの人に支えられて
なんとかスタートラインに立
つことができました。
　まずはアクションを自分か
ら起こしてみることが大切。
自ら動き出すことで意外なと
ころから、協力者が現れたり、
新たな出会いがあり道が開け
ていきます」
　そんなポジティブなメッセ
ージも送ってくれた櫛田の成
功を、そして、１年でも長い
活動を、願ってやまない。

櫛田 亮介
1977年６月生まれ、29才、
奈良県出身。一条高、中部大、
ホンダ、ホンダ熊本でプレー。
今季からドイツ・ピルナに
身を投じた左腕ヒッター。

　本場ヨーロッパでも、試合がテンポ
よく消化されてきた。
　個々に奮闘しているものの、チーム
の成績はもう１つという選手が多いよ
うだが、まだまだシーズンはこれから。
　今回も、それぞれの選手の奮闘ぶり
を駆け足でリポートしていこう。
　まずは女子陣から。
　じつに12月のアジア大会代表16人中、
６人を海外組が占めることに。
　この号が出るころにはすでに終了し
ているが、11月10日から12日まで、大
阪で開かれるジャパンカップには、ド
イツの田中麻美（ギョッピンゲン）、
デンマークの早船愛子（ホルスタブロ）
の２人が合流予定。
　残る４人は、所属チームのスケジュ
ールもあり、11月22日からの国内最終
強化合宿に合流する予定となっている。
　ドイツ組から見ていくと、引き続き
金城晶子のフランクフルターが４勝１
分５敗、12チーム中７位で最上位。
　金城も10月８日のレバークーゼン戦
でようやく２得点をマークしている。
　前号段階で11位と苦しんでいた田中
のギョッピンゲンは３勝１分６敗と盛
り返して、９位に浮上。
　逆に谷口尚代のドルトムントは、３
連敗で２勝８敗となり、11位に降下。
谷口も出場はしているものの、３試合
とも得点には絡めていない。
　ドイツでは２部南地区のリーザで内
林絵美もがんばる。チームは４連敗ス
タートからようやく１勝をマークして
いるものの、11月５日現在、１勝６敗
で13チーム中、最下位のまま。
　それでも内林は７試合通算21得点と
コンスタントな活躍で、存在感を示し
ている。
　ノルウェーに目を移すと、山田永子
が所属するエリートリーグのバケラゲ
ットは３勝１敗の好ダッシュまでお伝
えしたが、その後、３連敗とペースダ
ウン（11月５日現在、４勝４敗の６位）。
　山田自身もヒザの頸骨を骨折し、５
戦目以降はリタイアしているが、アジ
ア大会までには復帰できる見込み。
　対照的に、浅井友可里が加わってい
る１部リーグのストールハーマルは、
スタートから６連勝。試合数の関係で、
勝ち点では２番手に位置するが、この
勢いはまだまだ続きそうだ。
　連勝や浮上といった明るいニュース
もあれば、暗いニュースもあるのが勝
負の世界。
　開幕から３連敗とお伝えした小松真
理子のスペイン１部リーグ・イェイダは、
そのままズルズルと連敗を重ね、11月

５日現在、８連敗とまだ白星に恵まれ
ていない。
　同じく早船のデンマークトップリー
グ・ホルスタブロも、開幕から低空飛
行が続いて10連敗。
　「覚悟はしていましたが、さすがに
こたえます…」と、早船からは重いメ
ッセージが伝わってきている。
　なお、12月７日から17日にかけては、
スウェーデンでヨーロッパ選手権開催
ということもあり、日本同様、11月な
かばで国内リーグがブレイク期間に入り、
年明けに再開という国がほとんど。
　苦しんでいるチームにとっては、こ
のブレイク期間を有効に活用したいと
ころだ。

　男子勢に目を移すと、ドイツ南地区
２部では、植松伸之介（アウェ）と河
田浩貴（デーリッチ）が活躍中。
　経験豊富な植松はコンスタントに得
点にからんで自分をアピールしているが、
チーム成績はもうひとつ伸びず、２勝
１分６敗で18チーム中、15位。
　順位では河田のデーリッチが２勝２
分４敗で12位と上回る。
　河田はサイドのレギュラー奪取がな
らず、センターの控えとなっていたが、
10月下旬からの２戦で４点、５点と、
積極的に存在感をアピール。
　「少しずつですが、着実にステップ
アップしている実感があり、毎日、楽
しくがんばってます」と、ポジティブ
なメッセージも届いた。
　元々、チャンスメイクに定評のある
選手だが、その持ち味を活かしながら、
吹っ切れたかのように得点にからんで
いるだけに、ブレイクの予感もただよう。
　昇り調子のときこそケガに注意し、
一気の飛躍でレギュラーの座をつかみ
たいところだ。
　ドイツでは60ページでもお伝えして
いるように、４部リーグ・ピルナで櫛
田亮介が健闘。同じく４部リーグ、モ
ゴノに加わっている石黒将之も着々と
自分をアピールしつつある。
　なお、昨シーズン、１部リーグ・デ
ュッセルドルフでプレーした仲井友崇は、
10月中旬、古巣・デュッセルドルフの
２軍チームと契約をかわしている。
　エストニア１部リーグ、チョコレー
トボーイズで守護神争いを演じる吉田
耕平も元気だ。
　チームはＥＨＦカップ２回戦を突破。
リーグ戦でも、セルヴィティ、ケーラ
とともに１敗をキープし、首位を並走
している。
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一気のブレイクに期待

安定を捨てて挑戦

絶望から力強く再起

61 60sportsevent handballsportsevent handball


